
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

旅立ちによせて 
校長  中 田  敦 

 3 月 1４日に第５８回卒業証書授与式を挙行いたしました。中山町長 佐藤俊晴 様、教

育長 浦山健一 様をはじめ９名のご来賓の皆様にご臨席いただき、卒業生の保護者の皆

様、在校生とともに、学校全体が厳粛な雰囲気に包まれる中、１００名の卒業生の旅立ち

を祝福しました。またマスクを着用した上でしたが、国歌斉唱と校歌合唱を行うことがで

きました。 

卒業生の皆さんは、生徒会スローガン「太陽」に相応しく、仲間を 

大切にして、温かい笑顔があふれる学年でした。コロナ禍に翻弄され 

た３年間でしたが、決して後ろ向きにならず、制約の中でできること 

に精一杯取り組み、新しいものを創り出しながら、共に学び、友に学 

ぶ中学校生活を通して、確かな成長とかけがえのない仲間を得ること 

ができました。 

 卒業生代表の澁谷美保さんは、答辞の中で「新型コロナウィルス感染症が流行した時、

元気でも登校できない仲間がたくさんいました。自分はいつも通り登校できたけれど、い

つも話す友達や前の席のあの子の明るい声は聞こえない。いつもと変わらないはずの日常

なのに、仲間がいないだけでこんなにも寂しい。授業のペアやグループ活動も、いつも一

緒に活動している仲間がいないだけで思うように活動ができない。コロナ 

という敵によって一度距離を離された私たちは、改めて仲間が笑って隣に 

にいてくれることのありがたさを知りました。『大丈夫？』『手伝うよ！』 

『ありがとう。』そんな何気ない言葉たちも、相手がいるからこそ生まれ 

る言葉だったのです。そしてそのような言葉こそ心の壁を取り取り払って 

くれたのです。」と中学校生活を振り返り、仲間の存在の大きさを語って 

くれました。 

卒業式終了後に卒業生が披露してくれた「正解」の合唱は圧巻でした。歌に込められた

「出会った友との強い絆」や「答えのない問いの自分だけの正解を探しに行こうという決

意」は、この日、本校を巣立っていく卒業生の想いと重なり、会場にいるすべての人たち

の心に力強いメッセージとなって届きました。 

卒業生のこれからの人生が幸せに満ちたもので 

ありますよう心からお祈りいたします。 

最後になりますが、保護者の皆様、地域の皆 

様には、今年度、本校の教育活動に対する深い 

ご理解と温かいご支援をいただきましたことに 

厚く御礼申し上げます。 

 

 

 

 

 

 



 ３月１０日（金）の 6 校時、今年度の生徒会活動について総括するとともに、後期生徒

会の取り組みを振り返り、来年度の活動に向けて成果と課題を見出す集会を行いました。

昨年度はリモート形式でしたが、今回は体育館に全校生が集まり、来年度の活動につなげ

るための時間を共有しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３／１０ 生徒会まとめ集会 ～今年度の生徒会活動を振り返る～ 

＜東日本大震災から 12年＞ 
東日本大震災から今年で１２年になります。１２年前の３月１１日午後２時４６分、三陸沖を震源と

して、最大で震度７という経験したことのない大きな地震が起きました。この地震により大きな津

波が発生し、東北地方の太平洋沿岸部を襲いました。死者は約２万人、行方不明者は２千人以上に

のぼります。犠牲者のほとんどは、想定して作ってあった防波堤をはるかに超える高さの津波が原

因で亡くなりました。故郷を離れての避難者は一番多い時は４７万人を超え、そして現在も、３万人

を超える方々が避難所で生活をされています。震災後、『絆』という言葉を旗印に、東北のみならず

全国そして海外からも復興に向けた支援の手が差し伸べられ、人と人とのつながりが数多く生まれ

ました。 

生徒会まとめ集会の中で、犠牲者への哀悼と、復興に携わる関係者の皆様、さらには新型コロナ

ウィルス等の感染症と戦う医療従事者、紛争や災害などの様々な困難と闘いながら懸命に生きる

全ての人々への祈りを込めて黙祷を捧げました。「今、生きていること」、「学校で仲間と楽しく過ご

せること」、「家族と一緒に過ごしているいつものこと」、これらの当たり前の日常があることの幸せ

を改めて考えました。 

＜１学年より＞ クラス全体が協力的

で明るく、課題の提出率もアップしてき

た。物の破損や冷やかしがあったり昼休

みの過ごし方が騒がしかったりと、まだ

課題があるので、落ち着いた生活ができ

るよう取り組んでいきたい。 

＜２学年より＞ 「皆星」学年として一

人一人の個性を大切にしてきた。中堅学

年として１年生を引っ張ってきた。思い

やりの言葉が増え、落ち着きが増してき

た。修学旅行に向けて学年全体で考える

取り組みを大事にしていきたい。 

＜３学年より＞ ３年間で大きく成長できた。自分の行動に責任を持ち、まず自分か

ら行動できるようになった。黙働清掃にも取り組み、学校の環境美化にしっかり取り

組めた。これまで支えてもらった１・２年生に感謝したい。 

 

生徒会スローガン「太陽」のもとで取り組んで

きた活動についてのアンケート結果をもとに、生

徒会が次年度めざしたいことが発表されまし

た。 

○ 「えだまめ」のあいさつ、黙働・気づき清掃に

引き続き力を入れる。 

○ ボランティア活動を充実させ、社会に積極

的に貢献する。そのことが自分に返ってく

る。 

○ 時間を意識した給食活動を行う。 

○ 「太陽」のように明るく温かく人と接していく。 

 

 

新執行部の皆さん、よろしくお願いします。 



 

 

３月１３日、中山中学校同窓会会長 佐東秀治 様、副会長 佐竹英規 様、井上淳二 

様、幹事長 武田光由 様、監事 村山 拓 様の５名の役員の皆様がご来校くださり、中

山中学校同窓会入会式が行われました。これまでの本校の卒業生は９，２２６名。新たに３

年生１００名が同窓会に入会しました。3 年生の皆さんには、先輩方に続き社会で幅広く活

躍するとともに、同窓会員として中山中学校を応援していただければ幸いです。 

入会式に続いて表彰式が行われ、今年度、体育・文化関係で優秀な成績を収めた４2 名の

生徒に記念のメダルが授与されました。 

★令和４年度同窓会表彰者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 月 16 日、中山町長佐藤俊晴様、教育長浦山健一様、ＰＴＡ会長井上栄司様のご臨席の

下、第 57 回卒業証書授与式を挙行いたしました。式場に入ったのは卒業生と保護者のみ

で、１・２年生は各教室からリモートで参加しました。学校全体が厳粛な雰囲気に包まれ、

８６名の卒業生の旅立ちを祝福しました。卒業生にとってはコロナ禍に翻弄された３年間

でしたが、制限の中で自分にできることに精一杯取り組み、共に学び、友に学ぶ中学校生活

を通して、確かな成長とかけがえのない仲間を得ることができました。 

卒業生答辞の中で、小野遙士さんは自分を成長させた学校生活の取り組みとして「部活動」

と「中山中祭」を挙げました。「・・・一つの目標に向かって全員で挑戦すること、後輩に

憧れられる先輩になること、自分にできることや誰かのために応援することを通して共に 

 

 

 
生徒氏名 大会等の名称と結果 

西堀 颯人 

東北中学校体育大会    剣道競技 男子個人 第 1 位 

山形県中学校総合体育大会 剣道競技 男子個人 第１位 

山形県中学校総合体育大会 剣道競技 男子団体 第２位 

近松 将太  
山形県中学校総合体育大会 剣道競技 男子団体 第２位 

山形県中学校総合体育大会 剣道競技 男子個人 第３位 

齋藤 礼一 岸  輝空 

古澤 直人 渡部 大愛 

大津 泰眞 

山形県中学校総合体育大会 剣道競技 男子団体 第２位 

奥山 陽葵 
東北中学校体育大会    剣道競技 女子個人 第３位 

山形県中学校総合体育大会 剣道競技 女子個人 第２位 

細谷 怜未 
東北中学校体育大会    柔道競技 女子個人 第５位 

山形県中学校総合体育大会 柔道競技 女子個人 第 1 位 

今田 隆星 山形県中学校総合体育大会 柔道競技 男子個人 第３位 

加納 祥道 佐竹  奏 

阿部淳之介 原田 煌大 
山形県中学校総合体育大会 ソフトテニス競技 男子団体 第３位 

今野 泰成 佐竹 颯音 

山形県中学校総合体育大会 ソフトテニス競技 男子団体 第３位 

山形県中学校総合体育大会 ソフトテニス競技 男子個人 第３位 

山形県中学校新人体育大会 ソフトテニス競技 男子団体 第 3 位 

今井 春輝 夛田 太月 
山形県中学校総合体育大会 ソフトテニス競技 男子団体 第３位

山形県中学校新人体育大会 ソフトテニス競技 男子団体 第 3 位 

髙橋 遥大 佐竹 玲音 

東海林亜蓮 鳥取 康介 
山形県中学校新人体育大会 ソフトテニス競技 男子団体 第 3 位 

須貝 春菜 工藤さくら 

佐東 真帆 東海林優菜 

中川 有里 大津  凛 

五十嵐 杏 佐藤 凛夏 

鈴木 詩夏 村山 琳音 

石川  笑 髙橋うらら 

大津  蘭 柴田 真帆 

光田 奈桜 

山形県中学校総合体育大会 バスケットボール競技 

 女子団体 第 3 位 

嶋貫ひより 山形県中学校総合体育大会 水泳競技 女子個人 100m平泳ぎ 第 3位 

今田 寛花 齋藤 優衣 
東北中学生テニス選手権大会    女子ダブルス 第 2 位 

山形県中学生テニス選手権大会   女子ダブルス 第 2 位 

佐藤 乙花 佐竹 真佳 
東北中学生新人テニス選手権大会  女子ダブルス 第 2 位 

山形県中学生新人テニス選手権大会 女子ダブルス 第 2 位 

今田 寛花 山形県中学校・高等学校英語弁論大会 第 3 位 

 

【表彰規定】＜体育関係＞ 県大会３位  東北大会８位  全国大会８位 

      ＜文化関係＞ 県最優秀賞  （体育関係に準ずる） 

３／１３ 同窓会入会式・表彰式 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜４月の予定＞   

日 曜 行  事 日 曜 行  事 

10 月 新任式、始業式、入学式 19 水 ゆとりデー 生徒朝会 時間割授業開始 

11 火 生徒会入会式   PTA 総務委員会･評議員会 

12 水 ゆとりデー 校外班会 駅伝壮行式 21 金 避難訓練 

  NRT（～13 日） 22 土 授業参観 いのちの講演会 PTA 総会 

13 木 安全教室 部活動見学開始 24 月 4/22 の振替休業日 

14 金 身体計測 顔写真撮影 専門委員会 25 火 悩みアンケート 臨時中央委員会 

  給食開始 26 水 職員会議 

15 土 登校日 地区中駅伝大会（全校応援） 27 木 臨時中央委員会 

  PTA 三役･事務局会、学年･専門部会 28 金 全国学力･学習状況調査（英語:話すこと） 

17 月 4/15 の振替休業日   内科検診 部活動一斉部会 

18 火 全国学力･学習状況調査 仮入部開始 29 土 昭和の日 

※現時点での予定です。今後変更になる場合もございますのでご了承ください。 

第５６回中山町立小中学校合同書初展 

町長賞      ２年 関口恵麗奈 

ＰＴＡ連合会長賞 １年 柴田  希 

金 賞  ２年 秋葉 怜奈  川村 永来  鈴木 詩夏  福元 夏歩   

    石澤 優真  黒沼 碧衣  松田 來夢  渡辺 京詩   

    大津 泰眞  穂積 若菜  松田 那菜 

１年 今野 泰成  服部 七緒  真木 琴梨  大沼 縁祥 

    佐竹 真佳  竹原 舞大  若木  愛  川瀬 澪音 

    佐藤 乙花  鈴木里穂子  髙橋 煌芽 

第 37回天童市ジュニア卓球選手権大会 

中学女子団体の部 第 2 位 

第 44回寒河江臥龍ライオンズクラブ杯争奪寒河江市民柔道大会 

  中学 1 年生男子団体 第 2 位 

  優秀選手賞 白田 快斗 

令和４･５年度山形県中学校体育スポーツ優秀選手 

  サ ッ カ ー  伊藤  煌  松田 來稀 

体    操  細谷 拓翔 

  ソフトテニス  今井 春輝  夛田 太月  今野 泰成  佐竹 颯音 

  ソフトボール  庄司 琴音  髙橋 せら 

  テ  ニ  ス  佐竹 真佳  佐藤 乙花 

 


